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基準 荷重の組合せ 割増係数

長期 1.00

短期 1.50

主荷重 ＋ 主荷重に相当する特殊荷重 1.00

風荷重 1.20

主荷重 ＋ 主荷重に相当する特殊荷重 ＋ 風荷重 1.25

主荷重 ＋ 主荷重に相当する特殊荷重 ＋ 地震の影響 1.50
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Q1203．建築と土木の鋼材の許容応力度の違いについて教えて？ 

A1203．設計時に用いる SS400 材（板厚 40mm 以下）の強度（引張・曲げ）における建築 1)

と土木 2)の違いについて表 1 に示し、許容応力度の割増係数における建築と土木の違いにつ

いて表 2 に示します。 

表 1 設計時に用いる SS400 材の強度における建築と土木の違い 

 

 

 

 

 
 
 
 

表 2 許容応力度の割増係数における土木と建築の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 
表に示す長期とは、長期にわったって構造物に生じる力で、自重などがこれにあたります。

土木では主荷重にあたります。なお、土木における主荷重には死荷重・活荷重・衝撃等が

あります。短期とは、短期にわたって構造物に生じる力で主に、暴風時・地震時がこれに

あたります。表 1 からわかるように、土木の基準の方が建築の基準よりも安全側に配慮し

たものになっております。 

道路附属物の構造設計は一般的に、上部構造（柱の設計）は建築の基準に、下部構造（基

礎の設計）は土木の基準に準拠しております。そのため、例えば、同じ SS400 材を上部構

造と下部構造に用いた場合、設計においては許容応力度や割増係数が異なります。その結

果、上部構造では設計上OKとなる材料が、下部構造では設計上NGとなる場合もあります。 
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最大強度 400 1.0 － － 最大強度 400 1.0 － －

弾性限界 235 1.7 1.0 － 弾性限界 235 1.7 1.0 －

地震時
※ 210 1.9 1.1 1.50

暴風時※ 175 2.3 1.3 1.25
長　期 156 2.6 1.5 1.0 常　時 140 2.9 1.7 1.00

※表2に示す組合せ荷重時

1.5

割増
係数

割増
係数

照　査

建　築

強度
(N/mm2)

安全率
強度

(N/mm2)

安全率

土　木

短　期

照　査

235 1.7 1.0
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